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取 得 価 額
前年前に取得したもの (ｲ) 前年中に減少したもの (ﾛ) 前年中に取得したもの (ﾊ)

税務会計上の償却方法

平成25 年 月9
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運 搬 具

工具器具
及び備品
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定額法定率法
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有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

十億 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円
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有
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①

②

③

法人にあっ
てはその名
称及び代表
者の氏名■

又は納税通
知書送達先

令和６年中に除却等により減少した
資産の金額を記載願います。（別紙
種類別明細書・減少にも資産ごとに
記入願います。また申告済一覧表へ
の記載もお願いします。）

令和６年中に取得した資産
の金額を記載願います。
（別紙種類別明細書・増加
にも資産ごとに記入願いま
す。）

電算申告の場合は、記載願います。

「１ 住所」と異なる場所に資産
がある場合、資産の所在地を記
載願います。

令和７年１月１日現在で所有し
ている資産合計となるよう確認
願います。



FALSE TRUE

・「増加事由」の欄は、1 新品取得 、2 中古品取得、3 移動による受入れ、4 その他のいずれかの番号を記載してください。
・年号→ 昭和…3、平成…4、令和…5　※年号については、平成は「2019年4月30日」まで、令和は「2019年5月1日」からとなります。
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耐
用
年
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減
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残
存
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種類別明細書
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枚のうち1
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増
加
事
由
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1 枚目

課税標準額

課税標準
の 特 例
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7令和

資産コード
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04

資 産 の 名 称 等
年 月

1

1

1 5 4

1 看板 2 5

1 駐車場アスファルト舗装 1 5 4 9 6,000,000

1,244,101 1,244,1019 2,200,000 10 0.794フェンス設置工事

10 0.794 3,393,006 3,393,006

12

13

06

07

08

09

5 4 750,217受変電設備 1

2 コンプレッサー 1 5 4

9 2,500,000 7

750,2179 1,000,000 20

コンプレッサー 1 5 4

378,950

1,114,560 1,114,560

9 850,000 7 0.720 378,9504

太陽光発電 1 5

1,114,560

0.873 10,700,291

10 2,500,000 7 0.720 1,114,560

草刈機 1 5 6 3 860,000 1

4 9 15,000,000 17 10,700,291

6 パソコン 3 5 492,030 10.781 492,030

1,000,000 7 0.860 860,000

6 3 630,000 4

2

注意

31,680,00012小 計

第
二
十
六
号
様
式
別
表
一
（

提
出
用
）

○○○○　株式会社

20,047,71520,047,715

0.720

0.891

増加資産 全資産用・

構築物……………… 1

機械及び装置……… 2

船 舶……………… 3
航空機……………… 4

車両及び運搬具…… 5
工具器具及び備品… 6

資
産
の
種
類

償却資産ごとの名称をそれぞ
れ記載願います。

償却の種類は、１構築物、
２機械及び装置、３船舶、
４航空機、５車両及び運
搬具、６工具器具及び備
品となりますので、該当
する種類の番号を記載願
います。

償却資産ごとの取得価格及び
耐用年数を記載願います。償却資産ごとの数量及び

取得年月を記載願います。



TRUE FALSE

・「増加事由」の欄は、1 新品取得 、2 中古品取得、3 移動による受入れ、4 その他のいずれかの番号を記載してください。
・年号→ 昭和…3、平成…4、令和…5　※年号については、平成は「2019年4月30日」まで、令和は「2019年5月1日」からとなります。
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○○○○　株式会社 1 枚目

課税標準
の 特 例

課税標準額

増
加
事
由

摘 要
年
号

年 月 率 コード

860,000 1

02
6 パソコン 3

6 3 1,000,000 7 0.860 860,000
01
2 草刈り機 1 5

492,030 492,030 15 6 3 630,000 4 0.781
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17
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19
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小 計 4

20

注意

1,630,000 1,352,030 1,352,030

増加資産 全資産用・

構築物……………… 1

機械及び装置……… 2

船 舶……………… 3
航空機……………… 4

車両及び運搬具…… 5
工具器具及び備品… 6

資
産
の
種
類

償却資産ごとの名称をそれぞ
れ記載願います。

償却の種類は、１構築物、
２機械及び装置、３船舶、
４航空機、５車両及び運搬
具、６工具器具及び備品と
なりますので、該当する種
類の番号を記載願います。

償却資産ごとの数量及び
取得年月を記載願います。

償却資産ごとの取得価格及
び耐用年数を記載願います。
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告
年
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2

2
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減少の事由及び区分

FALSE外灯 1
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FALSE
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FALSE

FALSE

FALSE

FALSE
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第
二
十
六
号
様
式
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表
二
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出
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1全部
2一部

TRUE FALSE

FALSE FALSE

注意 ・年号→ 昭和…3、平成…4、令和…5

7,600,000小 計

  その場合、減少する資産を朱書きにて二重線で消して、減少事由
（年月、理由、移動先等）を記入し、そのページのみ提出してください。

※お送りした全資産の明細書に必要事項を記入し提出いただいても構いません。
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○
FALSE7 1
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19

年 月
取 得 価 額

耐
用
年
数

1

5

2 発電機 1 4 31 9 185,000

フォークリフト 1

10

7
所 有 者 コ ー ド

令和

15

16

年度

枚のうち1

1 枚目

種類別明細書（減少資産用）

数

量

取得年月

年
号

行

番

号

01

資
産
の
種
類

資 産 コ ー ド 資 産 の 名 称 等

02

03

04

05

06

07

08

09

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

21・21・ 43・・

償却資産ごとの名称をそれぞ
れ記載願います。

償却の種類は、１構築物、
２機械及び装置、３船舶、
４航空機、５車両及び運
搬具、６工具器具及び備
品となりますので、該当
する種類の番号を記載願
います。

償却資産ごとの数量及
び取得年月を記載願い
ます。

該当する番号に○印を付け
てください。

償却資産ごとの取得価
格、耐用年数及び申告
年度を記載願います。


